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　私は4年ぶりに教務
部 門に復 帰しました
が、その前の教務経験
と言いますと、18年もの

間、総合情報学部事務室に勤務しておりました。
平成6年に開設された総合情報学部は、今でこ
そ珍しくもない、SA・TA、授業評価アンケート、
シラバス、セメスター制（春卒業と秋入学）、
TOEFLによる英語習熟度別クラスなど、新学部
の設置認可を受けるべく、当時としてはずいぶん
斬新な教育システムを取り入れておりました。言

わば、教育の質保証が設置認可審査による「事
前規制」でなされていた時代でした。まだ事務
用PCもなく、ゆるやかな流れの教務しか知らな
い私にとって、これらの業務を遂行するには大変
な苦労がありました。その後、認証評価制度が
義務化され、教育の質保証の「事後確認」も併
せて必要となりました。これらの業務が肥大化し
ていくなかで、時代のWeb化の波も容赦なく押
し寄せてきて、教務業務は爆発的に増加してい
きました。
　あれから22年、教育推進部が生まれ、教育開発

支援センターや教学IRプロジェクトなどの専門機関
が組織され、教育の質保証に資するさまざまな教
育システムが開発・導入されています。補助金の獲
得のために、あるいは即戦力を期待する企業から
のプレッシャーにより、結果的に質保証が行われて
きたという側面も否めませんが、誰のための質保証
なのか、それは当然ながら「学生」であり、これに異
議を唱える者はいないでしょう。“スチューデント
ファースト”が教育の質保証の“根っこ”にあることを
常に意識しつつ、これからも改革を続けていきたい
と考えています。　 　　　　　　　　　　（寛）
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　私たちの組織・教育開発支援センター
（CTL）は、2008年にセンター化し、専任
教員を現在ではフルの４名を抱える、国内
でも有数のFDセンターとなって参りまし
た。４名のスタッフはそれぞれの領域での
第一人者であり、国内の同類の組織や機関
からの講演依頼や来訪が絶えません。
　その、国内での評価や安定したステイタ
スが、残念ながら学内では十分な認知が
なされているとはいいがたい部分があり、
学内の方から「何やってるの？」「何をやる
ところなの？」と、いまだに問われることも
あります。
　そのわかりにくさの原因の１つに、FDと
いうことばで活動全体を代表させようとす
るところの強引さがあるように思えてなり
ません。FDはいうまでもなく”Faculty 
Development”の略語であり、大学教育の
文脈ではFacultyは、ある時は「学部」、あ

るときは「教員集団」等と訳されます。
　一方で、能力についての心理学の文脈で
は、Abi l ity、Capacity、Capabi l ity、
Competence、Talentなどに並んで、もう１
つ、Facultyということばがあります。行政
や事務など実務的な能力で、大学教育の
文脈でこれとDevelopmentをくっつけて
「FD」とされ、大学教員に対して用いられ
ることが多くなっています。大学教員にとっ
てのその「能力」とは、当然「教授・教え
る」という能力のこととなり、大学教員の専
門性の多様性から、さまざまな種類の教え
方が存在します。その両極端をとれば、あ
る人は基礎的な知識を「教え込む」ことが
重要と考え、また別のある人は「教えない」
ことが教えることだという逆説的な立場を
主張します。いずれも確たる信念でそうい
う教授活動をされます。
　そうなると、そうしたFacultyをDevelop

するとはどういう意味を持つのでしょう
か？外から「開発していく」（develop）べき
ものなのでしょうか、あるいは潜在的な
「発達」（develop）可能性を信じて、適切
な環境整備に専心すべきなのでしょうか？
　FDについてはそうしたアプローチの選
択・融合に尽きる、と考えますが、今般、
2017年度から「SDの義務化」という流れが
きています。ここでのSとはStaffのことであ
り、狭義には事務職員という意味合いを持
ちますが、今回は広義の「スタッフ」で、学
長・副学長等も含む大学のガバナンスに関
わるメンバーすべてを含んでいるようです。
　さあ、そのDevelopmentの施策、FDと
切り分けて考えるか、全学的な「能力」開
発の政策とみなすか、判断のわかれる難し
い課題をつきつけられています。教学・法
人一体となって通り組まねばならない大き
な課題だと考えています。
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　11月12日（土）・13日（日）の両日、関西大学高
槻キャンパス高岳館を会場に、第9回目のLA
合宿研修が開催され、学生18名、教員3名、職
員2名が参加しました。本学のLAには業務用
マニュアルがありません。マニュアルがあると、
そこに書かれていることしか見なくなり、書かれ
ていないことに思いが及ぶことがなくなること
が懸念されるため、意図的に作成しないように
しているからです。マニュアルを持たないLA
は、どのように授業の運営や受講生と関わって
いくのか、先輩や同期、場合によっては卒業生
にも相談しています。このような関係が日常的
にあるのは、合宿やそのほかの研修などを通
してLAの間に紐帯が形成されているからで
す。今回も今までに培われた紐帯を確認し、今
後、さらにそれが豊かに力強く育っていくことを

目的に研修合宿が実施されました。その内容
も方法も全て学生自身が企画したものです。
　近年、学生アシスタントを任用する大学が
増えていますが、その学生アシスタント自身が
自らの研修を企画・開催する大学は本学だけ
です。
　今回は、卒業を控えた四年生が後進を育
成することに十分な配慮を施しており、ホスピ
タリティが関西大学LAの誇るべき伝統になり
つつあることを実感しました。その恩恵に浴し
た学生の感想を紹介します。「私は今回のLA
合宿は運営委員という形での参加でした。去
年のLA合宿とはまた違うワークをしたいという
気持ちがあり、たくさん考えて作らせてもらいま
した。運営委員のみなさんと協力し、サポー
ターの先輩方の支えもあり、LA合宿を無事に

終えることができたと思いま
す。また、運営委員というと
てもいい経験ができ、私自身の新たな発見が
できたと思います。何よりもLA合宿参加してく
ださった皆さんの楽しそうな姿を見られたこと
が一番の満足でした。」こうやって先輩から後
輩へのリレーがより確かで豊かなものになって
いくのだと思います。　

（教育推進部　三浦真琴）

今年も学生企画の
LA合宿研修を開催しました

　新しく大阪の中心にオープンした関西大学
梅田キャンパスにおいて、本学のスタディスキ
ルゼミのLAとして活躍している学生、追手門
学院大学で交渉学を学ぶ学生、本学卒業生
を含む、富士ゼロックス社を中心とした社会人
が総勢35名集い、大学生と社会人が恊働で
学ぶ交渉学ワークショップを開催しました。
　社会人と大学生が恊働でおこなう交渉学
の研修は、関西地区では今回が初めてとなり
ます。関西大学梅田キャンパスを拠点として、
新たな企画をスタートできることはうれしい限り
です。
 研修内容は、本学において交渉学の非常勤
講師をされている松木俊明氏より、交渉学の
基本的概念、考え方、日常生活における活用
方法についてミニレクチャーがありました。その
後、実際のケースを使い、登場人物の置かれ
た状況を把握した後、ロールプレイ・シミュレー
ションによる対話型ワークをおこないました。ミ
ニレクチャーで紹介された交渉学のポイントを

ロールプレイ・シミュレーションで実践して身体
化をおこないました。その後、まとめとして、全
体のふりかえりセッションをおこないました。最
後に、社会人、学生のこれまでの交渉学の取り
組みについて情報共有をしました。
　今後は関西大学梅田キャンパスを拠点とし

て、今回の社会人参加者の皆さんと共に、本
学の学生、関西地区の学生と社会人が共に
展開していく交渉学のリーダー育成プロジェク
トを邁進させ、関西地区での交渉学の啓蒙活
動・普及に取り組んでいきたいと計画していま
す。　　　　　　（教育推進部　山本敏幸）

第７回交渉学ワークショップ
交渉学をリードするブレインの育成

LA活動報告
Learning Assistant

日時：10月30日（日）13：30～ 17：00
場所：梅田キャンパス　701・705

能力と「スタッフ」
田中 俊也教育開発支援センター長


